
（別紙３）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 50名 （回答者数）
41名

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 6名 （回答者数）
６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

公共交通機関を利用したり、商業施設、公園等の外出の機会

を作り、いろいろな場所でいろいろな人との活動を提供して

いく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動によっては公民館などの公共施設や公園等を利用し、安

全に活動が出来る様工夫している。

2

毎年度始めには、改めて確認の為にマミュアルを周知、年に

数回行う避難訓練の様子を知らせる等し、保護者に安心して

いただけるようにする。

3

○事業所名 しいのみクラブ

○保護者評価実施期間
令和7年1月6日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

建物が古いため、傾斜の急な階段等バリアフリー化の難しさが

ある。

１階フロアはリフォームによりフラットではあるが、階段昇降

の際は、子どもによっては安全確保の為職員が付き添ってい

る。

災害時マニュアルが周知されていないと保護者が感じているこ

と。

毎年変わりはないので改めて知らせることを怠ったことが保護

者を不安にさせてしまった。

集団活動を通して、仲間作りや安心して通える場所を提供す

る。

様々なプログラム、行事を企画し、他事業所との交流の機会を

作ったり、子どもの「やりたい」希望を取り入れていきなが

ら、全員で同じ活動に取り組む中で、個別に支援していく。

事業所における自己評価総括表公表


